
KIBI International University news

吉 備 国 際 大 学 同 窓 会 会 報 誌

Vol.22
2024  O C TOBER

Contents
⃝同窓会会長あいさつ
⃝大学トピックス
　高梁キャンパス　岡山キャンパス
　南あわじ志知キャンパス
⃝活躍する現役生
⃝令和５年度体育部会戦績
⃝関西支部会のご案内
⃝国際交流
⃝活躍する卒業生
⃝2024年度 学園祭情報
⃝あの店、この店は今
⃝特殊詐欺から守るDAY! !
⃝通信教育のご紹介
⃝奨学金制度等のご紹介
⃝事務局だより
　令和４年度期 決算報告書
　令和５年度同窓会役員紹介
　編集後記

同
窓
会
会
長　
　

中
塚
　  

敬

（
産
業
社
会
学
科　
平
成
６
年
卒
）

吉
備
国
際
大
学
同
窓
生
の
皆
様
へ

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く
酷
暑
と
な
り
、
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

令
和
二
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
同
窓
会

総
会
、
懇
親
会
を
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
開
催
す

る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

総
会
、
懇
親
会
を
数
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
大
学
関
係
者
の
皆
様
に
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
よ
り
、
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ

な
事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
令
和
元
年
の
総
会
、
懇
親
会
以
降
、

社
会
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
変
化
の
中

で
、
皆
様
は
今
ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
総
会
、懇
親
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

同
窓
生
同
士
い
ろ
い
ろ
と
熱
い
思
い
を
語
り
合
い
、
交
友
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
同
じ
釜
の
飯（
学
生
食
堂
）
を
食
っ
て
き
た
仲
、
時
は
経

て
ど
も
同
じ
部
活
、
サ
ー
ク
ル
で
世
代
の
違
う
先
輩
や
後
輩
、
時
代

は
違
え
ど
同
窓
生
同
士
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

１
９
９
０
年
に
大
学
が
開
学
し
て
以
来
三
十
有
余
年
、
同
窓
生
は
世

界
各
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
出
会
い
が
、
思
い
が
け
な
い

出
会
い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
同

窓
生
同
士
、
熱
い
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
の
力
強
い
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
総
会
、

懇
親
会
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　時	 令和６年11月23日（土）開会17：30
会　場	 本町ダイニング　PACO
 岡山県岡山市北区本町９-５ ３階
 岡山駅から徒歩約５分
会　費	 3,000円		当日お支払い下さい。
次　第	 17：00　受付開始
 17：30　総会
 18：00　懇親会
 20：00　閉会
出　欠	 	同封の返信用ハガキにより11月14日（木）

までにご回答くださいますよう、ご案内
申し上げます。

令和６年度
第31回

吉備国際大学同窓会
定期総会のご案内 in岡山

タカシマヤ

ドンキホーテ
みずほ銀行

西日本シティ銀行
岡山支店

ホテル
グランヴィア
岡山

ANAクラウン
プラザホテル
岡山

三井
ガーデン
ホテル岡山

イオン
モール岡山

松屋

本町ダイニング
PACO

郵便局

東横INN
岡山駅東口

喜多村
病院

《岡山電気軌道》

《県庁通り》

《
市
役
所
筋
》

岡山駅前
東口

西口
岡
山
駅

西川緑道公園

飲み会感覚で、
お気軽に

ご参加ください	!	



同窓会
ホームページの
お知らせ

理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
の
国
家
試
験
合
格
率
1
0
0
％
‼

	 	高梁キャンパス

理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
で
は
、
国
家

試
験
合
格
率
１
０
０
％
が
必
須
の
課
題
で
す
。
し

か
し
、
近
年
、
大
学
は
全
入
学
時
代
と
な
り
、
入

学
生
の
学
力
低
下
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り

効
果
的
な
国
家
試
験
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
の
ま
ま
に
、
２
０
１
８
年
度
作
業

療
法
学
科
の
新
卒
合
格
率
が
50
％
に
落
ち
込
む
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
作
業
療
法
学
科
で

は
、
数
年
を
か
け
国
家
試
験
対
策
の
改
革
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
作
業
療
法
学
科
で
は
、
全

教
員
が
国
家
試
験
対
策
予
備
校
へ
赴
き
教
員
用
セ

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
、
そ
の
指
導
方
法
を
取
り
入
れ

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
方
法
を
軸
と
し
た

新
た
な
指
導
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

２
０
２
０
年
度
が
全
国
平
均
を
超
え
た
合
格
率
と

な
り
、
２
０
２
２
年
度
、
２
０
２
０
３
年
度
と
2
年

連
続
で
合
格
率
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

国
家
試
験
の
勉
強
方
法
は
、
学
生
が
朝
９
時
30

分
よ
り
18
時
ま
で
グ
ル
ー
プ
（
４
〜
５
名
）
で
実
施

し
ま
す
。
流
れ
は
、
①
重
要
単
語
の
音
読
、
②
そ

の
日
の
約
35
問
の
第
一
試
行
、
③
説
明
で
き
な
い
単

語
チ
ェ
ッ
ク
と
書
き
出
し
、
④
調
べ
学
習
、
⑤
シ
ェ

ア
学
習
、
⑥
ペ
ア
学
習
、
⑦
そ
の
日
の
約
35
問
第
二

試
行
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
学
生
は
心
身
と
も
に
ス

ト
レ
ス
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
、
専
門
分
野
の
知
識
修
得
の
み
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
協
調
性
、
忍
耐

力
と
が
向
上
し
、
人
間
力
を
磨
く
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

理
学
療
法
学
科
に
お
い
て
は
、
開
学
当
初
か
ら

２
０
２
２
年
ま
で
教
員
主
導
の
知
識
伝
達
型
学
習
、

ゼ
ミ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
協
同
学
習
、
個

別
学
習
と
個
別
指
導
を
組
み
合
わ
せ
た
国
家
試
験

対
策
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
２
年
度
に
合
格

率
が
大
幅
に
低
下
し
た
た
め
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
作

業
療
法
学
科
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
方
法
を

軸
と
し
た
新
た
な
指
導
体
制
へ
転
換
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
両
学
科
が
協
力
し
て
国
家
試
験
対
策
に
取
り
組
み
、

学
科
間
の
運
営
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
取
り
組
み
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
３
年
度
は
、
理
学
・
作
業

療
法
学
科
国
家
試
験
合
格
率
が
１
０
０
％
を
達
成
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
合
格
率
１
０
０
％
は
、
西
日
本

に
あ
る
養
成
校
に
お
い
て
吉
備
国
際
大
学
だ
け
で
す
。

２
０
２
４
年
度
は
、
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
心
理

学
専
攻
・
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業
療
法
学
専
攻
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
理
学
・
作
業
の
両
専
攻
が
１
つ
の
学

科
に
な
り
、
国
家
試
験
対
策
は
よ
り
強
固
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
吉
備
国
際
大

学
の
進
路
相
談
な
ど
を
受
け
た
場
合
、
ぜ
ひ
人
間
科
学

部
人
間
科
学
科
の
３
専
攻
を
推
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

大学トピックス
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同窓会からの最新情報や卒業生へ
の連絡および同窓会への連絡など、
ホームページを開設していますので、
是非ご覧ください。

同窓会ホームページ：
https://kiumate.1net.jp/



岡山キャンパス

２
０
２
３
年
11
月
、
吉
備
国
際
大
学
客

員
教
授　

伊
藤
謙
介 

先
生
（
京
セ
ラ
株

式
会
社
元
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
学

生
の
海
外
留
学
支
援
と
し
て
、
京
セ
ラ
株

式
会
社
の
株
式
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、「
吉

備
国
際
大
学
伊
藤
奨
学
基
金
」
を
設
立
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、５
月
８
日
（
水
）、

初
め
て
の
伊
藤
奨
学
金
贈
呈
式
が
、、
吉

備
国
際
大
学
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
（
岡
山
市

北
区
奥
田
西
町
）
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
伊
藤
先
生
は
じ
め
、
加
計
勇

樹　

理
事
長
・
総
長
、
河
村
顕
治　

学
長

そ
し
て
外
国
学
科
教
員
お
よ
び
学
生
ら
、

合
わ
せ
て
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
で

は
、
河
村
学
長
の
挨
拶
の
後
、
伊
藤
先
生

か
ら
４
名
の
学
生
に
奨
学
金
の
目
録
（
奨

学
金
：
１
０
０
万
円
）
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
奨
学
金
を
授
与
さ
れ
た
４

名
は
、
伊
藤
先
生
を
前
に
、
感
謝
の
こ
と

ば
と
と
も
に
留
学
に
向
け
て
の
決
意
表
明

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

式
の
中
で
伊
藤
先
生
は
「
留
学
で
は
英

語
の
勉
強
も
大
切
で
す
が
、
留
学
先
の
国

の
文
化
を
よ
く
見
て
欲
し
い
。
そ
し
て
日

本
の
文
化
の
良
さ
を
考
え
て
欲
し
い
。
感

性
豊
か
な
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
国
の

現
実
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り

見
て
来
て
、
よ
く
勉
強
し
て

帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。」
と

学
生
ら
を
激
励
し
ま
し
た
。

伊
藤
先
生
は
、
岡
山
県
川
上

郡
成
羽
町
（
現 

高
梁
市
）
の

ご
出
身
で
、
稲
盛
和
夫
氏
と

と
も
に
京
都
セ
ラ
ミ
ッ
ク
（
現 

京
セ
ラ
株
式
会
社
）
の
創
業
に

参
画
さ
れ
、
後
に
、
京
セ
ラ
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
や

代
表
取
締
役
会
長
な
ど
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
よ
り
本

学
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
を

賜
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
か

ら
、
吉
備
国
際
大
学
客
員
教
授

に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
外
国
語

学
部
外
国
学
科
の
３
年
次
必

修
科
目
で
あ
る
「
生
き
方
」
の

授
業
を
ご
担
当
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

初
め
て
の
「
伊
藤
奨
学
金
」
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

南あわじ志知キャンパス

南
あ
わ
じ
市
阿
那

賀
に
、「
吉
備
国
際

大
学
臨
海
実
習
棟
」

が
完
成
し
、
５
月
21

日
（
火
）、
竣
工
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。

竣
工
記
念
行
事
に

は
、
守
本
憲
弘 

南
あ

わ
じ
市
長
、
印
部
久

信 

南
あ
わ
じ
市
議

会
議
長
、
近
藤
隆
則 

高
梁
市
長
は
じ
め
関

係
者
ら
お
よ
そ
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
は
じ

め
に
加
計
勇
樹　

理
事
長
・
総
長
が
「
こ
の
実

習
棟
で
、
海
を
知
り
、
海
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
海
洋
生
物
の
生
態
系
や
多
様
性
を
学

ぶ
こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
て
い

け
る
学
生
を
育
て
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
建
物
玄
関
に
て
守
本
市
長
、
印
部
市

議
会
議
長
、
加
計
理
事
長
・
総
長
、
加
計
美
也

子
専
務
理
事
・
副
総
長
、
河
村
顕
治
学
長
ら
が

臨
海
実
習
棟
お
披
露
目
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
出
席
者
ら
は
棟
内
外
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
移
動
し
て
行
わ
れ
た
記
念

祝
賀
会
で
は
、
守
本
南
あ
わ
じ
市
長
が
「
新

し
い
実
習
棟
に
新
し
い
力
が
育
っ
て
、
さ
ら

な
る
地
域
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

臨
海
実
習
棟
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
、
１
階
は
講
義
室
、
２
階
は
顕
微
鏡

や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
分
析
や
培
養

な
ど
も
行
え
る
「
実
験
室
」、
３
階
は
特
殊

冷
風
乾
燥
機
や
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン
を
備
え
食
品
加
工
の
で
き
る
「
実

習
室
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
屋
外
部

分
に
は
、
藻
類
を
養
殖
研
究
す
る
水
槽
を
設

置
し
、
井
戸
水
や
海
水
を
汲
み
上
げ
そ
れ
を

さ
ら
に
濾
過
し
て
水
槽
へ
と
流
し
入
れ
る
装

置
を
備
え
て
い
ま
す
。

「
吉
備
国
際
大
学
臨
海
実
習
棟
」
が
南
あ
わ
じ
市
阿
那
賀
に
竣
工

「吉備国際大学臨海実習
棟」臨海実習棟の内外
の様子を、グーグルマッ
プ に お い て、360度 画
像でご覧いただけます。
こちらの二次元コードから

→
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活躍する現役生

11年ぶりに全日本大学野球選手権
に出場することができました。これ
は、ひとえに大学関係者と地域の皆
さんのおかげです。春季リーグ戦で
は、まさかの２連敗からのスタート
でしたが、最上級生の意地とベンチ
外の控えメンバーの結束力により逆
境を乗り越えて優勝することができ
ました。

大学時代の私は、感情をすぐに表
に出す『暴れん坊』でした。神宮出場
を目標にしていたものの最高順位は

４位で、勝利（勝ち点）に飢えていた私は仲間とぶつかることも
ありました。しかし、今の私があるのは当時の恩師である東監
督のおかげです。暴れん坊だった私でも「そんな選手が今のチー
ムに必要」と寛大な心で受け止めてもらったことで責任感を養
うことができました。恩師との出会いがあったからこそ、今コー
チとして活動できています。

卒業後は、JR西日本へ就職し、乗務員、列車運行管理、地域

共生分野（高梁市役所出向）を経て、現在は運転士の指導業務
に従事しています。高梁市出向では地域振興に貢献し、高梁市
との縁がさらに深まりました。

外部コーチとして母校の学生を、野球を通して人間力を養う
アドバイスを心掛けて指導しております。自ら考え行動する人
材を育てるために指導しています。基本的に叱ることは少なく

（押し付けても自己満足にしか過ぎない）、失敗した時こそが私
の仕事だと考えています。失敗への向き合い方やリカバリーの
方向性を一緒に探ります。私のこだわりは『全員と目を見て挨
拶すること』です。挨拶にはその人自身が現れるからです。今
年はその表情を見ていて自信がありました。

関係者の皆様、いつも大学運営・野球活動にご尽力いただき
ありがとうございます。

大学４年間で大きく成長した卒業生が各地域社会で活動する
姿を見るのが楽しみです。この記事を見た卒業生が再び高梁に
戻ってきて、一緒に野球部や地域を盛り上げることを期待して
います。これからも微力ではありますが、『自ら考えて挑戦し、
やりきれる学生』および『社会に役立つ人材』を育てながら、私
自身も成長していきます。今後ともよろしくお願いいたします。

健康スポーツ社会学科卒
40歳

柴田 大輝

野球部　全日本大学野球選手権出場

クラブ名 全国大会成績

女子サッカー部 　 　 第32回全日本女子サッカー選手権大会出場

アーチェリー部 　 　 第61回全日本学生アーチェリー個人選手権

硬式野球部 　 　 中国六大学野球春季２部リーグ戦　優勝

個人名 所属クラブ Ｒ５学年 個人成績

松本真之介 硬式野球部 ３ 中国六大学野秋季１部リーグ戦　ベストナイン２塁手

荻本　大輔 硬式野球部 ３ 中国六大学野秋季１部リーグ戦　ベストナイン指名打者

岡本　　翼 硬式野球部 ４ 中国六大学野球春季２部リーグ戦　最高殊勲賞

阿部　都雲 硬式野球部 ４ 中国六大学野球春季２部リーグ戦　ベストナイン外野手

佐古　和章 硬式野球部 ３ 中国六大学野球春季２部リーグ戦　ベストナイン外野手

令和５年度体育部会戦績



吉備国際
大学同窓会　関西支部会のご案内

「くにうみ祭」
同時開催

無料

令和６年11月16日（土）13：00～15：00
吉備国際大学農学部南あわじ志知キャンパス C棟３階　大講義室

南あわじ志知キャンパス事務室　瀬川
segawa@office.jei.ac.jp

開催日時

担  当

場  所

会  費

当日は、ささやかながらお食事を用意
しております。
５年ぶりの同窓会です。皆様のご参加
をお待ちしております。
参加のお申し込みは令和６年11月８日

（金）までに左記メールまでお申し込み下
さい。
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毎
年
、
７
月
に
北
・
南
米
か
ら
多
く
の
学
生
の

研
修
団
が
来
て
下
さ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
今
年

も
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の
国
々

か
ら
研
修
団
の
皆
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
ま
ず
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
美
味
し

い
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
梁
市
の
吹

屋
村
に
行
き
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
学
に
戻
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ス
の

授
業
に
も
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
、

様
々
な
国
の
学
生
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
学
内
を

回
り
課
題
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
友
会
主
催
の
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
学
友
会
が
準
備
し
た
巻
き
寿
司
と
流
し
そ

う
め
ん
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
さ
ら
に
深
め
ま

し
た
。
大
学
も
国
際
大
学
で
ア
ジ
ア
の
い
ろ
ん
な

国
々
か
ら
来
た
留
学
生
が
い
ま
す
の
で
、
学
内
で

も
外
国
人
と
話
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
し
、

交
流
会
で
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ナ
ダ
の
人

と
も
話
せ
て
新
し
い
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

み
ん
な
が
自
分
の
国
と
文
化
の
こ
と
を
話
し
合
っ

て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
交
換
し
て
、
今
で
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
友
達
が
出

来
て
良
か
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

国際交流

海
外
研
修
団
と
の
交
流

International exchange
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活躍する卒業生

る
留
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
に
ス

ム
ー
ズ
に
日
本
社
会
で
活
躍
で
き

る
よ
う
、
17
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
経

験
と
ス
キ
ル
、
そ
し
て
専
門
知
識

を
活
か
し
て
、
現
場
の
最
前
線
で

彼
ら
が
望
む
道
に
進
め
る
よ
う
に

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
人
生
設
計
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
轍
を
持
つ
私
で
す

が
、
謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
生
に

お
い
て
挑
戦
と
学
び
続
け
、自
分
の
可
能
性
を
広
げ
な
が
ら
、人
々

の
役
に
立
つ
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
家
族
と
共

に
歩
む
未
来
を
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
2
0
2
3
年
の
４
月
か
ら
西

日
本
流
通
サ
ー
ビ
ス
共
同
組
合
で
ベ

ト
ナ
ム
人
の
通
訳
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
私
は
日
本
に
来
た
ば
か
り
の

頃
に
日
本
語
が
で
き
な
く
て
と
て
も

困
り
ま
し
た
。
留
学
生
は
学
校
で
日

本
語
を
勉
強
す
る
時
間
が
あ
り
、
教

え
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
の
に
、
な

か
な
か
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

留
学
生
で
も

日
本
語
を
身
に
付
け
る
の
が
大
変
な

の
に
、
日
本
に
働
き
に
来
る
実
習
生

の
人
た
ち
は
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
し
、
勉
強
す
る
機
会
も

な
い
の
で
、
仕
事
や
生
活
に
と
て
も

困
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 N

グ

　エ

　ン

G
U

Y
EN T

テ
ィ

H
I 

T

テ
ィ
エ
ン

IEN

さ
ん

国
籍
：
ベ
ト
ナ
ム

社
会
科
学
部
・
経
営
社
会
学
科

２
０
２
３
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

西
日
本
流
通
サ
ー
ビ
ス
共
同
組
合

私
は
父
が
営
む
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
携
わ
り
、
持
続
可

能
な
社
会
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日

本
の
先
進
的
な
環
境
技
術
を

学
び
た
い
と
考
え
、
日
本
へ

留
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。

大
学
時
代
に
は
、
勉
強

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加

え
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場（
平

L

レ
オ

EO  J

ジ
ョ
ハ
ン

O
H

A
N

 Z

ゼ
ン
ド
ラ

EN
D

R
A

さ
ん

国
籍
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
会
科
学
部　

経
営
社
会
学
科

２
０
２
１
年
３
月
卒
業

大
学
院
：
社
会
学
研
究
科　

博
士

（
前
期
）
課
程　

２
０
２
３
年
３
月

勤
務
先
：
株
式
会
社
イ
シ
ガ
イ
建
材
商
会

数
十
年
前
、
異
国
の
地
、
日
本
に
降
り
立
っ
た
私
は
、
ま
る
で

新
た
な
世
界
に
咲
く
一
輪
の
花
の
よ
う
で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い

土
地
で
、
言
葉
も
文
化
も
異
な
る
中
、
私
は
必
死
に
根
を
張
り
、

成
長
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
吉
備
国
際
大
学
で
学
び
、
卒
業
後
に

は
母
校
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
留
学
生
課
で
17
年

間
に
わ
た
り
、
留
学
生
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
日
本
の
文
化
、

習
慣
、
そ
し
て
考
え
方
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
子
育
て

と
仕
事
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
毎
日
が
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々

で
、
時
に
は
枯
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

家
族
や
周
り
の
温
か
い
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、
一
所
懸
命
に
歩
ん
で

き
た
こ
の
道
は
い
つ
の
間
に
か
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
な
り
、

私
自
身
も
青
春
の
時
を
過
ぎ
て
、
知
命
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

家
庭
の
経
済
状
況
を
し
っ
か
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
不
安
か
ら
、
全
く
異
な
る
分
野
で
あ
る
F
P
3
級
の
試

験
を
受
け
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
勉
強
を
進
め
る
う
ち
に
、

よ
り
深
い
〝
知
識
へ
の
欲
求
〟
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
忙
し
い

日
々
の
中
で
毎
日
少
し
ず
つ
学
び
続
け
、
何
度
も
自
分
の
日
本

語
力
と
専
門
知
識
の
理
解
度
の
限
界
を
感
じ
た
私
は
、
ま
さ
か

２
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
の
国
家
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
合
格

証
書
が
届
い
た
時
の
喜
び
は
、
私
に
自
信
と
勇
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
年
齢
は
た
だ
の
数
字
に
す
ぎ
ず
、
新
し
い
こ
と
へ

の
扉
は
い
つ
で
も
開
か
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
４
月
か
ら
は
新
し
い
部
署
に
異
動
し
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
分
野
で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
て
学
生
の
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
と
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

て
、
自
分
の
知
識
が
少
し
で
も
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と
に
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
母
校
に
い
る
私
の
後
輩
で
あ

林
金
属
株
式
会
社
）の
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、
現
在
は
株
式
会
社
イ
シ
ガ
イ
建
材
商
会
の
建
材
部

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
担
当
）で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市

場
へ
の
展
開
を
目
指
し
な
が
ら
、
日
本
で
の
営
業
活
動
を
通
じ
て
、

日
本
の
建
築
材
料
に
関
す
る
知
識
を
蓄
え
、
学
び
、
見
学
を
重
ね

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
建
築
分
野
だ
け
で
な
く
、
屋
上
緑
化
シ

ス
テ
ム
や
人
材
育
成
と
い
っ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

課
題
は
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社

会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
将
来
は
両
国
の
架
け
橋
と
な

る
こ
と
を
常
に
考
え
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

靳き
ん

　 

琬わ
ん 

さ
ん

国
籍
：
中
国

社
会
学
部

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

２
０
０
５
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

吉
備
国
際
大
学 

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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私
は
、
母
国
か
ら
の
実
習
生
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
通
訳
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
就
職
し
て
最
初

の
頃
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、不
安
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
職
場
の
人
間
関
係
が
と
て
も
良
く
、
日
本
人
の

先
輩
と
外
国
人
の
先
輩
が
優
し
く
支
え
て
く
れ
た
の
で
、
今
で
は

仕
事
に
慣
れ
て
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
専
門
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
力
を
身
に
付

け
た
こ
と
が
と
て
も
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
は

実
習
生
た
ち
を
助
け
た
い
、
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
大
学
時
代
の

思
い
を
実
践
で
き
て
い
ま
す
。
実
習
生
た
ち
か
ら「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
助
か
り
ま
す
」と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
、
私
は
や

り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
は
今
年
の
４
月
か
ら
富
田
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
機
能
訓
練
士

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
国
家
試
験
勉
強
で
は
、
模
試
で
思
う
よ
う
に
点

が
伸
び
ず
不
安
で
し
た
が
、
１
日
約
12
時
間
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
理
解
で
き
る
ま
で
繰
り
返
し
復
習
と
、
友
達
と
苦
手
分
野

を
教
え
合
い
を
し
な
が
ら
勉
強
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
絶
対
に

諦
め
な
い
こ
と
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
で
夢
を
叶
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

現
在
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
個
別

機
能
訓
練
や
集
団
体
操
を
先
輩
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
利
用
者

さ
ん
に
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
て
も

ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
」
を

常
に
考
え
な
が
ら
、
楽
し
く
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

横
木
　
貴
祐
さ
ん

保
健
医
療
福
祉
学
部
理
学
療
法
学
科

２
０
２
４
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

冨
田
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
有
限
会
社

katsuyakusuru  sotsugyosei

今
年
の
４
月
か
ら
岡
山
大
学
病
院
の
呼
吸
器
外
科
病
棟
で
看

護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
私
が
働
く
部
署
で
は
多
く
の
診

療
科
が
関
わ
っ
て
お
り
、
手
術
や
I
V
R
治
療
・
化
学
療
法
な

ど
、
様
々
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
病
気
と
闘
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
が
い
ま
す
。

入
職
し
て
す
ぐ
は
不
安
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
日
々
先

輩
方
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
援
助
や
術
後
・
化

学
療
法
後
の
観
察
等
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
退
院
さ
れ
る
姿
を
見
る
と
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
己
研
鑽
に
励
み
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
個
別

性
に
合
わ
せ
た
看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た

い
で
す
。

橋 

　
侑
希
さ
ん

保
健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科

２
０
２
４
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

岡
山
大
学
病
院

中
学
校
教
員
に
な
り
約
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
４
月
に
教
員

と
し
て
働
き
は
じ
め
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
、
半
月
立
っ
た

と
こ
ろ
で
い
き
な
り
修
学
旅
行
に
出
か
け
た
り
６
月
に
は
運
動

会
が
あ
っ
た
り
と
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
１
学
期
で
し

た
。
で
す
が
そ
ん
な
大
変
な
毎
日
で
も
生
徒
と
た
く
さ
ん
コ

原 

　
颯
太
さ
ん

外
国
語
学
部
外
国
学
科

２
０
２
４
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

真
庭
市
立
北
房
中
学
校

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
生
徒
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
あ
る
生
徒
は
修
学
旅
行
で
沖
縄
を
訪
れ
た
際
、「
ど

う
し
て
戦
争
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
」
と
子
供
の
視
点
で
真
剣
に

考
え
て
い
ま
し
た
。
90
人
ほ
ど
の
小
さ
な
学
校
で
す
が
、
ど
の

生
徒
も
違
っ
た
視
点
や
考
え
方
を
持
っ
て
い
ま
す
。
教
師
と
し

て
生
徒
に
「
教
え
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
関
わ
り
な

が
ら
子
ど
も
な
ら
で
は
の
そ
う
し
た
視
点
か
ら
、「
と
も
に
学

び
続
け
る
教
員
」
と
し
て
生
徒
と
と
も
に
成
長
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

野
田
　
涼
祐
さ
ん

心
理
学
部
心
理
学
科 

２
０
２
２
年
３
月
卒
業

大
学
院
心
理
学
研
究
科  

２
０
２
４
年
３
月
卒
業

勤
務
先
：

岡
山
市
子
ど
も
総
合
相
談
所

私
は
、
岡
山
市
役
所
の
心
理
判
定
員
枠
で
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
現
在
は
岡
山
市
こ
ど
も
総
合
相
談
所
で
児
童
心
理
司
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
児
童
相
談
所
は
、
専
門
的
な
立
場
か

ら
子
ど
も
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
相
談
に
応
じ
、
解
決
の
為
の

調
査
や
助
言
・
援
助
を
行
い
ま
す
。

主
な
仕
事
内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
心
理
検
査
や
面
接
で

す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
困
難
さ
を
抱
え
て

い
る
の
か
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
の
枠

組
み
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
学
部
や
大
学
院
で
学
ん
だ
心
理
援

助
を
実
際
の
現
場
で
応
用
し
て
い
け
る
よ
う
上
司
の
方
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
心
理
職
と
し
て
ス
キ
ル
を
磨
き
、
子
ど
も
た
ち

や
そ
の
家
族
の
笑
顔
を
守
れ
る
心
理
司
を
目
指
し
て
精
進
し
て

い
き
ま
す
。
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～学生実行委員から卒業生の皆様へ～

あの店、この店は今

今
回
は
、
高
梁
市
に
あ
る
中
華
料
理

の
お
店
「
秘
苑
」
で
す
。
同
店
は
、
吉

備
国
際
大
学
が
開
学
し
た
平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
の
、

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
年
）
４
月
10
日
に

開
店
し
、
も
う
す
ぐ
半
世
紀
を
迎
え
る
と

い
う
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
梁
キ
ャ

ン
パ
ス
卒
業
生
の
中
に
は
、
友
人
や
先

輩
・
後
輩
ま
た
、
ゼ
ミ
や
チ
ュ
ー
タ
ー
の

先
生
と
訪
れ
た
、
と
い
っ
た
思
い
出
を
お

持
ち
の
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
懐
か
し
い
味
を
求
め
て
、
同
窓
生

３
名
で
訪
れ
、
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

当
初
は
、
備
中
高
梁
駅
北
側
の
正
宗
公

園
そ
ば
に
あ
っ
た
同
店
で
す
が
、
そ
の

後
、
高
梁
市
役
所
西
側
、
ち
ょ
う
ど
市
役

所
と
栄
町
商
店
街
の
間
に
あ
る
現
在
の
場

所
（
高
梁
市
正
宗
町
）
に
移
転
し
ま
し
た
。

秘
苑
の
女
将
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
「
歳
を
と
っ
て
し
ま
い
、
最
近
は
も

う
夜
遅
く
ま
で
の
営
業
は
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
夜
７
時
半
ま
で
の
営
業
で
よ
ろ

し
け
れ
ば
、
皆
さ
ん
食
べ
に
来
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大

勢
の
吉
備
国
際
大
学
生
が
来
て
く
れ
た
そ

う
で
、
た
び
た
び
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ

た
学
生
さ
ん
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

こ
の
日
、
取
材
で
訪
れ
た
我
々
も
学
生

時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
、
同
店
の
お
い
し
い
中
華
料
理
を
心
ゆ

く
ま
で
堪
能
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

学
生
時
代
を
過

ご
し
た
町
で
、
あ
の

頃
に
戻
れ
る
ひ
と
時

を
、
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ

「
秘
苑
」
で
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

【秘苑】
所在地：岡山県高梁市正宗町1957-1
電話：0866-22-7797

学園祭情報学園祭情報
第８回第８回    くにうみ祭くにうみ祭第56回第56回    伊賀祭伊賀祭

今回で８回目を迎える農学部学園祭「くにうみ祭」は地域と
の一体化をコンセプトに開催しています。地元の和太鼓演奏
や高校美術部の作品展示、OBが自主制作してくれたピザ窯で
焼いたピザは大変好評です。今年は岡山の軽音楽サークルと
のコラボ演奏も企画しています。是非、懐かしい学び舎に戻っ
て来て下さい。

開催日時▶11月16日（土）10：00～16：00
開催場所▶南あわじ志知キャンパス（兵庫県南あわじ市）

開催日時▶11月３日（日）10：00～16：00
　　　　　11月４日（月）10：00～16：00
開催場所▶高梁キャンパス（岡山県高梁市）

第54回学園祭より対面開催している伊賀祭ですが、年々盛り
上がってきています。
今年のプロコンは、３日（日）12:00から第２体育館に津山市出

身のウエストランドさんが来られます。また、同日14:00から女優
の畑芽育さんのトークショーも予定しています。例年どおりの軽音
ライブ、ビンゴ大会等
のステージイベントな
ど多彩な企画やバラ
エティーに富んだ模擬
店も多数出展します。
卒業生の皆様、この
機会に是非高梁の
キャンパスにお越しく
ださい。

2024年度特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ

特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ
‼‼



9

順
正
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
５
年

度
、
地
域
サ
ロ
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
を
目
的
に
し
た
寸
劇
「
特
殊
詐
欺
か
ら

守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ
!!
」
の
上
演
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
脚
本
、
出
演
、

大
道
具
・
小
道
具
制
作
と
、
す
べ
て
手
作
り
で
作
り
上
げ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
寸
劇
。
台
本
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
高

梁
警
察
署
協
力
の
下
、
学
生
た
ち
が
近
年
の
特
殊
詐
欺
の

動
向
を
聞
き
取
り
、
特
に
被
害
が
増
え
て
い
る
「
還
付
金

詐
欺
」
を
題
材
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

劇
中
に
は
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー
プ
を
退
治
す
る
ヒ
ー
ロ
ー

「
ボ
ラ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
も
登
場
す
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

特
殊
詐
欺
被
害
の
実
態
に
つ
い
て
学
べ
る
劇
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
８
月
に
高
梁
市
内
の
高
齢

者
団
体
を
対
象
に
上
演
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
11
月
に
は

吉
備
中
央
町
の
高
齢
者
団
体
、
令
和
６
年
２
月
に
は
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
梁
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
計
３
回
の

上
演
を
行
い
、
い
ず
れ
も
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
ボ
ラ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
単
体
で
も
、
市
内
の
防

犯
活
動
や
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
す
る
な
ど
、
安
心

安
全
の
地
域
づ
く
り
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
内
で
は
令
和
５
年
度
、
計
１
８
２
件
、
約
６
億 

７
８
０
万
円
を
超
え
る
被
害
が
出
て
い
る
特
殊
詐
欺
。
こ

う
し
た
被
害
を
少
し
で
も
無
く
す
た
め
、
学
生
ス
タ
ッ
フ

は
今
後
も
市
内
の
高
齢
者
団
体
な
ど
を
対
象
に
寸
劇
を
演

じ
て
い
き
ま
す
。

特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ

特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ
‼‼

特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ

特
殊
詐
欺
か
ら
守
る
Ｄ
Ａ
Ｙ
‼‼
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本学では、時代とともに変遷する多様な社会ニーズ
に対応しながら、専門的知識・能力を有する人材の育
成を目的として、修士課程２研究科（国際協力、保健
科学）および博士（後期）課程１研究科（心理学）の
通信制大学院を開設しています。

令和６年４月に保健科学研究科 理学療法学・作業療
法学専攻 修士課程が開設されました。「実践における
疑問を研究で解く」を基本理念として掲げ、保健科学
の基礎から応用まで学び、理学療法学と作業療法学に
関する高度な技術を身につけ、対象となる人々の心身
機能障害や生活機能障害を改善し、健康的な生活の構
築に寄与できる高度な専門的職業人を養成しています。

研究科の詳細につきましては、通信制大学院ホーム
ページをご覧ください。各研究科ではWEB入学相談

フォームから研究テーマや指導教員などの事前相談を
受け付けています。また、通信教育事務課ではオンラ
インでの個別相談会を随時開催していますので、まず
は通信教育の話を聞いてみたいという方もお気軽にご
参加ください。

なお、本学卒業生の方は入学金が免除されます。

通 信 教 育 の ご 紹 介

研究科名 専攻名 課程名 修業年限 募集定員 学位

連合国際協力研究科 国 際 協 力 専 攻 修 士 課 程 ２年 ７名 修士（国際協力）

保健科学研究科※１ 理学療法学・作業療法学専攻 修 士 課 程 ２年 15名 修士（保 健 学）

心 理 学 研 究 科 心 理 学 専 攻 博士(後期)課程 ３年 ３名 博士（心 理 学）

平日相談会
(オンラインで開催)

通信制大学院の学修方法やスクーリング受講、入試などの疑問やご質問にお答えいたします。
個別相談となりますので、お気軽にご参加ください。

〈個別相談受付時間〉※学校休業日を除く平日にオンラインにて随時開催
① 10:00-10:40 　② 10:45-11:25 　③ 11:30-12:10 　④ 13:00-13:40
⑤ 13:45-14:25　 ⑥ 14:30-15:10　 ⑦ 15:15-15:55 　⑧ 16:00-16:40

WEB入学相談会 研究テーマや研究指導を希望する教員などのご質問やご相談に研究科教員が直接お答えいたします。

※1 保健科学研究科は、理学療法または作業療法の実務経験が３年以上必要になります。

※12月８日（日）にオープンキャンパスの開催に合わせて、入学相談会（対面・オンライン）を開催いたします。

通信教育に関するお問合せ

検索吉備大学院

通信教育事務課
〒716-8508　岡山県高梁市伊賀町8
TEL:0866-22-9191／ FAX:0866-22-8133
E-mail:tsushin＠kiui.ac.jp

（スマートフォンサイト）（スマートフォンサイト）

https://grad.kiui.jp/

入学相談会のご案内
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奨学金制度等のご紹介

高梁市・順正学園特別奨学金制度

外国語学部（岡山キャンパス）だけの
独自の『奨学金制度』

南あわじ市入学奨励金制度

子弟入学制度

　高梁キャンパスに設置の学部・学科（下記）へ、令
和５年度以降に入学する全ての新入生が対象となる制度
がはじまりました。これは、年間20万円の学費（４年間
で80万円）が減免される制度で、入学後に受給申請の手
続きなども必要なく、また返済の必要もありません。

　南あわじ志知キャンパスに設置の農学部（地域創成農
学科・海洋水産生物学科）新入学生（入学年度の10月１
日時点で在学している学生）を対象に、南あわじ市から
20万円が支給されます。
さらに住民票を南あわじ市
に移した（入学年度の４月
末までに転入手続きを済ま
せておく必要があります）
入学生には、さらに10万
円が加算され、最大30万
円が支給される制度です。

対象学部・学科

奨学金制度に関しては、奨学金制度に関しては、

順正学園入試広報室（☎ 086-231-3600）順正学園入試広報室（☎ 086-231-3600）までお問合せください。までお問合せください。

　岡山県高梁市出身元京セラ代表取締役社長伊藤謙介氏
によって創設された返還不要の給付型奨学金です。年間
上限５名、一人上限100万円が給付される奨学金です。
　なお、外国語学部には、この他にも下記２つの返済不
要の給付型特別奨学金制度がはじまりました。

　吉備国際大学卒業生の兄弟・姉妹や子弟・子女が順正
学園の設置校（吉備国際大学・九州保健福祉大学・九州
保健福祉大学総合医療専門学校）に入学された場合の優
遇制度として「子弟入学制度」があります。各設置校の
入試に合格し、所定の手続きを行うと、入学金の半額が
免除されます。

「伊藤奨学金」

・  スタディ・アブロード特別奨学金
　 「年間５名、一人15万円」
・ 学業優秀者特別奨学金

「各学年１名、一人30万円」

社会科学部 経営社会学科・スポーツ社会学科
看護学部 看護学科
人間科学部 人間科学科
アニメーション学部　アニメーション学科
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令和５年度同窓会役員紹介

編 集 後 記
2024年７月現在、コロナウイルスが再度流行のきざしが見

えますが、通常の大学運営が行われております。学生たちも
通常通りの日々をおくっております。さて、2024年度の同
窓会総会は、表紙にありますように開催を予定しております。
今年こそは実施出来ればと考え準備を進めております。その
際には、多くの卒業生にお会いできればうれしく思います。

まず、今年も異常気象の影響で全国的に様々な災害ならび
に海外では、ロシアのウクライナ侵攻の継続やガザ地区への
攻撃、インドネシアの噴火等、世界規模での人災・自然災害
等により被災された方々、ご関係の皆様にお見舞い申し上げ
ます。また一日も早い復旧をお祈りいたします。

吉備国際大学では、令和６年６月下旬から７月中旬にかけ
て、アメリカ・ライト州立大学、フィンドリー大学、ブラジル・
パラナ連邦・カトリカ大学、カナダ・オカナガンカレッジか
ら総人数37名の研修団の来学がありました。学生たちが楽し
そうに交流する姿を見ると、自分の学生時代を懐かしく思い
出します。卒業生の皆様の中にもライト大学への研修、フィ
ンドリー大学・ハワイ大学ヒロ校への留学に参加された方が
いらっしゃると思います。是非総会にお越し頂き、交流会で
懐かしい話で盛り上がることができれば嬉しく思います。

卒業生の皆様は、いかがお過ごしでしょうか。この機会に
是非、岡山へ遊びにきてください。

簡単なご報告となりますが、会報誌の編集後記と替えさせ
て頂ければと思います。

卒業生Ｎ（１期生）より
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（収入） （単位：円）

項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

前年度繰越金 37,509,170 37,509,170 0

同 窓 会 費 2,400,000 1,704,000 696,000 12,000×142人

雑 収 入 1,000 506 494 決算利息

収 益 事 業 700,000 488,009 211,991 自動販売機売上げ

前期末未収入金 84,120 78,384 5,736 自動販売機売上げ（前期分）

期末未収入金 -68,358 -68,358 0 自動販売機売上げ（当期未収分）

収 入 合 計 40,625,932 39,711,711 914,221

（支出） （単位：円）

項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

会 議 費 150,000 0 150,000

旅 費 交 通 費 100,000 0 100,000

通 信 費 50,000 84 49,916 郵便料

印 刷 製 本 費 30,000 25,553 4,447

消 耗 品 費 100,000 0 100,000

人 件 費 0 0 0

手 数 料 10,000 1,650 8,350 振込手数料

広 告 費 50,000 0 50,000

委 託 費 1,800,000 62,788 1,737,212 HPサーバー利用料

機 器 備 品 費 0 0 0

支部会補助費 100,000 0 100,000

学 生 援 助 費 500,000 200,000 300,000 クリスマスイルミネーション補助

自販機事業支出 350,000 350,000 0 自販機設置費

公 租 公 課 71,000 71,000 0 県税、市税

雑 費 50,000 10,000 40,000 順正DFKクラブ寄付

吉備国際大学創立
30周年記念事業費 1,000,000 0

予 備 費 100,000 0 100,000

次年度繰越金 36,149,170 38,990,636 -2,841,466

支 出 合 計 40,610,170 39,711,711 898,459

令和４年度期	同窓会決算書
（期間：令和４年10月１日～令和５年９月30日）

KIBI  Internat ional  University  news 事 務 局 だ よ り

卒業生の皆様へ
住所・勤務先等変更連絡のお願い

　卒業後に住所や勤務先等の変更があった方は、大学ホームページ
（住所・勤務先等変更連絡のお願い｜卒業生の方へ｜吉備国際大学 
（kiu i . jp））の「住所・勤務先等変更フォーム」にご記入の上、送
信ください。送信いただいた個人情報は、プライバシーポリシーに
基づき適正に取り扱い、その目的以外には使用しません。

〒716-8508 岡山県高梁市伊賀町8
吉備国際大学　同窓会
E-Mail : kiu-mate@office.jei.ac.jp

お問合せ

令和５年度同窓会役員を紹介いたします。
　会　長　　中塚　　敬　産業社会学科（平成６年卒）

　副会長　　河本　裕之　産業社会学科（平成６年卒）
　　　　　　藤原　卓也　社会福祉学科（平成13年卒）

　理　事　　矢頭　　徹　産業社会学科（平成10年卒）
　　　　　　中原　　崇　社会福祉学科（平成11年卒）
　　　　　　原田　亮二　保健福祉学科（平成11年卒）
　　　　　　井上　茂樹　理学療法学科（平成13年卒）

　庶　務　　呑谷　智治　国際社会学科（平成６年卒）
　　　　　　工藤　耕空　国際社会学科（平成６年卒）

　会　計　　森谷　保宏　産業社会学科（平成８年卒）
　　　　　　野口　浩之　産業社会学科（平成12年卒）

　監　査　　長安　輝明　産業社会学科（平成６年卒）
　　　　　　大西　章博　産業社会学科（平成10年卒）　


